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Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
終
息

　
本
年
二
月
よ
り
中
国
を
中
心

に
南
ア
ジ
ア
で
猛
威
を
振
る
っ

て
い
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
も
七
月
五

日
、
台
湾
の
感
染
地
指
定
解
除

で
事
実
上
終
息
し
た
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
世
界
で
八
四
三
九
人
が
感
染

し
、
八
一
二
人
死
亡
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
飛
行
機
を
通
し
て
の
感
染
が

感
染
拡
大
に
大
き
く
関
与
し
た

こ
と
、
医
療
者
へ
の
感
染
が
多

か
っ
た
こ
と
、
根
本
的
対
策
の

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
大
変
恐
れ

ら
れ
ま
し
た
。

　
病
原
体
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
冬
に
感
染
力
を
高
め
る
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
今
冬
に
再
発

生
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　
当
地
区
に
も
中
国
に
子
会
社

や
生
産
拠
点
の
あ
る
企
業
も
あ

り
渡
航
者
の
感
染
防
止
に
気
を

つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
県
立
足
柄
上
病
院
が
対
応
病

院
で
、
多
少
で
も
疑
い
の
あ
る

患
者
を
検
査
し
て
い
ま
し
た

が
、
マ
ス
ク
、
防
護
衣
を
着
け

て
の
診
療
は
大
変
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

足
柄
上
医
師
会
理
事
会
発
足

　
六
月
二
十
七
日
の
総
会
を
通

し
て
足
柄
上
医
師
会
の
理
事
会

が
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
長
　
　
奥
津
紀
一

副
会
長
　
石
川
清
弘
（
石
川
医
院
）

　
　
　
　
荻
野
哲
夫
（
荻
野
整
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
科
）

理
事
　
　
大
内
忠
行
（
大
内
病
院
）

　
　
　
　
安
藤
展
代
（
安
藤
眼
科
）

　
　
　
　
杉
森
忠
貫
（
樹
医
院
）

　
　
　
　
山
口
真
理
子

　
　
武
田
啓
介
（
武
田
耳
鼻
科
）

　
　
橋
口
　
亮
（
緑
蔭
診
療
所
）

　
　
飛
弾
康
則
（
飛
弾
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　
　
山
田
純
一
（
町
立
山
北
診
療
所
）

　
　
鈴
木
　
哲
（
鈴
木
医
院
）
　

　
と
い
う
南
足
柄
市
の
医
師
を

中
心
と
し
た
布
陣
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
荻
野
副
会
長
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
若
い
メ
ン
バ
ー
が

多
く
な
り
医
師
会
活
動
の
新
し

い
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

足
柄
上
地
区
休
日
急
患
診
療
所

　
　
　
二
十
周
年
記
念
式
典

　
開
成
町
に
あ
る
、
足
柄
上
地

区
休
日
急
患
診
療
所
は
県
、
足

柄
上
郡
五
町
の
補
助
金
を
受
け

て
足
柄
上
医
師
会
が
運
営
し
て

い
る
も
の
で
す
が
、
本
年
で
二

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
二
十
年
間
、
特
に
事
故
も
な

く
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
日
曜
診
療
を
や
る
医
療

機
関
が
増
加
し
た
の
で
、
来
院

患
者
が
減
少
し
、
そ
の
上
自
治

体
か
ら
の
補
助
金
も
減
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
経
営
が
む
ず
か
し

く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

院
　
長

 

五
月
よ
り
介
護
保
険
の
介
護
審

査
の
方
法
が
変
更
さ
れ
た
。

 

こ
れ
ま
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
判
定
は
機
能
が
十
分
で

な
い
と
い
う
理
由
で
審
査
委
員

の
意
見
で
介
護
度
の
変
更
が
比

較
的
楽
に
で
き
た
。

 

こ
れ
か
ら
は
十
分
デ
ー
タ
ー
に

裏
付
け
ら
れ
た
方
法
が
と
ら
れ

る
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
判
定
の
変
更
が
あ
ま
り

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

 

調
査
員
の
調
査
結
果
が
ほ
ぼ
前

回
と
同
様
で
も
、
一
段
階
位
低

い
数
字
が
出
る
こ
と
が
多
い
。

（
政
府
の
政
策
に
よ
る
も
の
と

思
う
が
、
そ
う
い
う
意
図
は
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
）

 

対
象
の
方
は
年
令
が
増
し
、
介

護
は
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
介
護
度

が
低
く
出
た
場
合
審
査
の
委
員

は
何
と
か
理
由
を
つ
け
て
以
前

と
同
じ
介
護
度
を
保
つ
よ
う
苦

労
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　 

 
 

（
い
ず
み
耳
鼻
科
）

　　
　


